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おわりに
序にかえてースホムリンスキーとわが国の教育の現状
(1) 
スホムリンスキーは，その没年 (1970年)に〈ジャーナリスト〉誌に発表した論文の中で，ジャ
ーナリズム，とくに中央，共和国，州，等々の新聞に表された今日のソビエトiとおける教育問題を分
析している。新聞にいわれたその問題とは，第1fζ，教師集団の努力，新しいプログラムの導入と結
びついた教授=学習によって一定の好結果をもたらしてはいるものの，今なお子どもたちの学力不振
があち乙ちで明るみに出ているという乙と。第21ζ，生徒のある部分は，正しく仕事し，学んでおら
ず，卒業をひかえた生徒の多くが道徳面でも労働面でも生産労働に準備されていない乙と。そして生
徒の反抗が大きな不安をひきお乙しているというζとである。
ジャーナリズムは，乙の問題の多くが教師にかかっており，彼の教育的教養にかかっていると結論
づけているが，スホムリンスキーは乙の結論を正しいとしながらも，深い全面的な分析ではないと言
ジャーナリズムにそれを要求するのは困難ではあるが，教育過程の本質の深い洞察から問題の解
決に迫るよう注意を喚起している。
スホムリンスキーはその人生において最も大切だったものは「子どもたちへの愛Jであと乙ろで，
ったと言っている。そして，多くの卒業生を社会に送り出した彼自身の心iζ最も印象深く残ったのは，
模範的で非の打ちどとろのない生徒たちではなく，一風変った，例外的な，多くの場合非常に困難な
生徒であった。乙れらの生徒たちは，その抑え難いいたずら，乱暴，不従順とともに，彼らにだけし
(2) 
かそなわっていない良い面とともにスホムリンスキーの心によみがえっている。そして被はζう確信
.ー32一、
4 
• 
• • 
-
• 
. 
• 
-ーー圃.
• 
• 
している。 r学校，教師あるいは生徒集団，とりわけ教師の努力によって，誠実で正義を愛し，労働
を愛し，勇敢で祖国と労働する人民iζ身を鯵げる人間iζ育てる乙とのできないような子どもは一人も
(3) 
いないしまたありえ江いJと。スホムリンスキーはまた，教育学上次のような信念， r私の愛する
教え子たちは，従順で不平をいわず，なんでも承知し，なんでも言うζとをきくといった子どもたち
ではなく，我の強い意正、の強湿な騒ぎの好きな，時には茶目でいたずらな，しかし，悪や不正に対し
(~) 
ては断固とした反対者であり，彼らの人格と一体になった諸原則を主張するものたちであるJという
信念、を誇りとしている。
とうしてスホムリンスキーは言う。指導困難な生徒に対する教師および教師集団の無力の原因は，
乙の生徒が矯正不能であるためではなく， r教育の過程自体が間違っている乙とーすなわち，教師
は懇の線絶を計ろうとするか，あるいは少しましな場合でも，その発生を防ごうとするーにあると
(5) 
とを年月を経るごとにますます確信するようになったJと。スホムリンスキーによれば乙の問題は，
今日の科学ー技術的進歩の下で， 7歳から 17歳までのすべての者K高い理論的・実践的な知識ー技能
を身につけさせる乙とを義務教育制度として保障するに至った社会主義ソビエトの偉大な福祉が，実
質的にもすべての生徒の発達を促し，そして高い道徳性をもって社会主義を維持・発展させていく人
(6) 一
格が形成されていくようにするための教育内容・方法上の保障の問題である。換言すれば，生徒の学
習，実社会で、の生産労働への準備，高い道徳性の獲得が統一して行われるための教育のあり方が悶わ
れているのである。
スホムリンスキーの教育活動の重要な原則の 1つは， r学校に入学した最初の日から子どものもっ
(1 ) 
ている良い面に着目し，それを絶えず強め，発達させるjという乙とである。教育の正しい方法は，
再教育の力を実践的に力強く証明したマカレンコも重視したように，実は再教育iとあるのではなく，
(8) 
再教育の必要を予防する忌初の積極的な教育iζあると彼は考えている。その比輸的な表現によれば，
f子どもの心への道は教師の思いやり深い手が雑草く欠陥>を単に線絶するというような，よごれな
き平板な道iζ通じているのではなく，道徳的資質の芽が育ちつつある豊かな畑へと通じているのであ
る。教師は弱い芽の弱い線を守り，太陽に向って伸び、ょうとする葉を愛織する思いやり深い耕作者，
矯種者でなければならない。欠陥はそれ自身矯正され，子ども¢籾らないうちに消えさり，長所の強
一 ゆ)
力な若枝が欠陥を追い出してしまうなら，その排除は病的な現象を伴う乙となく行われるJのである。
従って，スホムリンスキーによれば学校教育は，乙のように学宵，実社会での生産労働への準備を行
うなかで，子どもたちの内面的な道徳性を発達させねばならないのである。彼にあっては，， ζのため
(1⑪ 
の教育的保障は労働教育κ求められている。
働ぅて今日のわが国で・は， r教宵の荒廃jが言われ出してから既κ久しく，縁近では学業不振に加
えて f非行J問緬がマスコミでも大きくとりあげられている。嘗観庁の統計によれば，昨年(1980 
年〉の少年刑法犯罪の件数は載後厳高(16.6，'073件)であり， r非行J問題は戦後第3のピークを迎
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f遊び型Jが多くなっているのが特徴であり，。1)
その件数の7割を中学・高校に在学中の生徒が占めているといっ。そして他方では「校内暴力Jの名
でよばれる「非行Jが校内で頻発し，一部では乙れの収拾に警察を導入するという事態もお乙ってい
• 
えているとの乙とである。その内容は窃盗をはじめ，
る。
思うに今日の「非行J問題は，60年代以来の科学・技術の高度化iζ伴って生産活動および社会生活
全般にわたって最低限必要とされる教育内容が質・量ともに高度化してきた乙とを背景として，同世
政府がその代の 90 ~ぢ以上が高校に進学するまでに国民の教育要求が高まってきたにもかかわらず，
要求に対してすべての子どもの能力を開花させ，多面的で高い学力を身につけさせるような教育政策
「優勝劣敗」の受験競争という「ふるしリによって能力主義的κ差別と選別を行うをもって応えず，
乙とで，自ら必要とする f上級」から「下級jの労働力を確保しようとしてきた乙との必然的帰結で
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ある。
乙のような中では，小学校で 3 割，中学校で 5割，高校で 7~J r落ち乙ぼされjていく生徒はもち
ろんの乙と，いわゆる「できる」生徒をも含めて，生徒はおしなべて学校教育において自分の真の能
力を見出せず，自分の社会的存在価値を自覚できず，将来に展望を見出せず，日々の剃那的な行動へ
と赴かざるをえないのである。 -・
乙のように「非行J問題は大きく学校教育政策の問題であり，今日，それまで以上に内容的にはも
「人間として生きる喜びを見出しJとか「勤労の
ちろん，形式的にも益々学校教育の問題となっている。問題は乙のうえ「非行J生徒を管埋主義的に
とりしまる乙とでは解決しないのはもちろんの事，
尊さを知るJとか「人類の福祉に寄与するjというような事を道徳主義的に説教したと乙ろではじま
(12) 
るものではない。必要なのは科学的知識習得にもとづく科学的世界観の篠立，それを一人ひとりの生
徒i乙道徳的iと保障する教育で、あろう。
小論で、は学校教育政策全般からではなく，教育方法サイドの検討に限定せざるをえないが，スホム
リンスキーの問題提起は，体制の相違はあってもわが国の今日の教育状況に大きな示唆を与えてくれ
るものと思われる。
1 .労働教育と人格の全面発達
スホムリンスキーは労働教育を包括的・多面的に捉えている。一般jと労働教育の概念自体は，大別
ト周目"が・が労~~トか現71qryスピ炉事
して発;教授=学習と労働訪1背に分けられ，両者は生徒を創造的な労働活動へ準備する単一過程の両。3)
側面だと考えられているが，スホムリンスキーの労働教育論の場合は，第 1に労働教綬=学習がいか・
にして労働訓育と結びつくかという緯造;第21C一般に教授=学習がwl育力をもつための労働的方法
. . 
の探究iζ主たる関心が向けられている。そしてその際意義深いのは，常に子どもの精神様造を注視し，
労働教育をとりわけ知的教育，美的教育，道徳教育と一体になゥたものとして， ?j人権の企画発速に向
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げて組織しているという点である。以下では乙の視点を考慮しつつ， 2つの点についてみてい乙う。
( 1) 労働数獲=学習と労働制宵
スホムリンスキーによれば，労働教育とは定義的にいえば，若い世代が二つの側面ヘ自覚的・積極
的に参加するよう，実際的に準備する乙とである。第 1'c.， 社会的生産へ，第2Iと，社会の物質的・
(14) 
縞神的生活ヘ。われわれは厳初に第 1の点をみていくととになるが，乙乙で重要なのは，労働教授=
学習そのものが訓育力をもつわけではないという乙とである。
労働教育は人格の全面発達の不可欠の織成部分だとスホムリンスキーは考えているが，それは労働
教授=学習が正しく組織され，労働訓育と統一されている湯合である。スホムリンスキーはそのため
(15) 
iζ，労働を教育的観点から以下のような示標iとよって分額している。(説明は要約)
① 社会的意義に関して一社会の物質的一技術的資産の創造，全国民的富の培大にはっきりと表現
されている乙と。
‘併含~
@学習と訓育の目的の相互関係に関して一労働の一面はまず第ーに，知識・技能・習熟を獲得す
ヌチフスト弥;〆ノエ.，'=:ニキ 1'(
るという目的iζよって遂行され，他面ではとりわけ訓育的目的，つまり道徳的観念・確信・習慣の
形成，録商滋?を豊かにする乙と，精神力を鍛える ζと，を達成しようとして行われる。そして
人格の全面発達は生徒の生活がいかに両者でみたされるかにかかっている。
③知育，徳育，体育，美育と総合技術教育の実現にしめる役割!と位置に関して一人格の全面発達
のために非常に重要なのは，共産主義教育のすべての巌重要な部分が労働において屈折する乙と。
④ 知的努力と肉体的努力との相互関係に関して一肉体労働が単純で一面的であればあるほど，そ
れが自己目的とならず，終局目的(創造的意味〉達成の手段となる乙とが益々重要となる。
③ 労働用具の性格ー労働の基優におかれた妓術的手段や技術学過程が複雑になればなるほど，個
人の素質と能力の開花のための可能性が大きくなる。
⑥労働活動の結果iζ関して一労働は一目瞭然たる物質的結果を生み出す乙ともあれば，第二・第
三のものを生み出す前提となる場合や価値がありながら消費の対象としてはあらわれない場合があ
るが，全面発達のためにはあらゆる機相が統合される必要がある。
.スホムリンスキーによれば，労働教授=学留が労働の乙のような観点を考慮して組織されるときに
人絡の全面発達につながる訓育力をもっ，つまり真の労働教育が達成されるのであるが，生徒の個人
的契織に着目しつつ労働教育の組織方法を具体的にみよう。
実際の生産労働の労働を技術学的にみれば，今日の労働は手工業時代の労働ではなく，大工業時代
の，しかも，科学ー技術的進歩が著しい時代の労働である。示標(以ζいうように，高度化された現代
生産の飯盛要fJI"Jで用いられている伎術学的手段や技術学過程に遁じていなければdj民としての義務
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ソビエトの普通教育学校は「総
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を全うする乙ともできないし，全面発達もありえなし、。それゆえに，
. .(16) 
合技術教育学校Jの性格をもっているのである。
スホムリンスキーが活躍したウクライナ共和国の1970年迄の義務的な労働カリキュラムは，第 1-
第4学年で，手の労働の課業;第 5ー 第7学年で，作業場将軍磁路校菜園で・の労働;第8-
第10学年で，工業・農業生産の基礎の習得に関する仕事;を定めていた。すなわち，直緩手によって，
また道具の助けをかりで様々な材料を加工，組立てるなかでその習熟を高め，土地の耕作，植物や果
樹の手入れの能力を身につける乙とにはじまり，徐々に高い正確度と熟練を要する生産的な労働へ，
そして生産のすべての基礎的部門へと応用のできうるような，内燃機関・トラクター・自動車の操作
や金属加工機械での仕事，電気工学，無線工学，農芸学，畜産学，など，高度に発達した技術下での
(1の
労働を念頭においた総合技術的な知識・技能・習熟の獲得が目ざされていた。
しかし，社会的生産への準備という目的達成は，実際の生産が一定の具体的な職業を通して行われ
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るものであるがゆえに，生徒一人一人が職業を自覚的に選択できるような能力をもたねばならなし、。
乙の独自の能力をもつための知識・技能・習熟の獲得がうまく行われるのは，スホムリンスキーによ
れば，義務的な共通プログラムで・の労働と生徒の関心に基づ、いて自主的iζ選択された労働との統ーに
• よってである。
学校には多くのサークルが組織されており，そζでは学校のしきいを乙えた様々な創造的労働の雰
囲気の中で生徒が年齢と関心に応じた仕事を行っている。生徒は一つのサークルで一定の技能・習熟
を獲得し，より複雑な機械を被うサークルへと移る乙とによって，より高度で多面的な技能・習熟を
獲得する乙とができる。そして乙乙においても労働と多面的な技能の習得は，科学一技術的進歩へと
(18) 
方向づけられているのである。
スホムリンスキーは，希望する労働で意欲的κ労働する乙とによって，生徒が自分の素質を発見し，
能力を発達させる乙との訓育的意義に着目していたのである。
スホムリンスキーは素質がはっきりとあらわれていない生徒の能力，志向を育てる乙とに特別の注
意を払っていた。彼の深い信念に従えば，それぞれの人聞が愛する一定の領域において自分の全勢力
を集中し，詳細を究めるようにする乙と，そ乙において熟練，仕事の完成という著しい成功を収める
(19) 
事によって人格が表現されるのである。 r人聞に愛する労働の幸福を与えるととーそれは数多ある
人生の道に，誰よりもはっきりと彼の人格の個性的な創造力，能力があらわれる道を発見するのを助
〈加〉
ける乙とをいみするJと彼はいう。そ乙においてそれぞれの人がく詩人>，く芸術家〉となりうるの
「それぞれの人間のうであり，スホムリンスキーによれば，実は共産主義教育の本質もまたそとに，
(幻〉
ちに，社会の福祉を創造する喜びをもたらすく金の鉱脈〉をみつけ出すJと乙ろにある。
スホムリンスキーは，労働教授=学習が訓育カをもつための道を考え，体系的な義務的労働カリキ
ュラムの習得を基礎としながら，それを個々人の自主的選択にもとづく愛する倉IJ造的な労働と統一し
-36 -
• 
回・h回圃-
‘さ
• 
• 
ていくなかに，生徒の自己表現，自己確認を見出したのである。乙れζそが示標③で言う学習と訓育
の相互作用を保障する方法であり， r人格の全面発達への準備の道jなのである。
(~ 人織の全面発達の基砲としての労働
乙の見解の意義は，それが依拠している社会・経済的関係において捉えられるとき，一信明白なも
のとなる。
スホムリンスキーは，今日の科学一技術的進歩下の労働の基本性格を分析するなかで，人格の全面
発達の道を探究している。
人絡の全面発達の理論を科学的に定式化したのは，つまり，社会的生産自体のうちにそのための客
観的条件，普遍的法制を見出したのは周知のようにマルクスの貢績である。 r資本論jでは乙う言っ
ている。 r近代工業の技術的基礎は革命的である……それは機械的・化学的処理その他の方法によっ
て，生産の技術的基礎とともに労働者の機能および労働過程の社会的結合をたえず変革する。.
かくしてそれはまた，社会内部の分業をたえず変革し，一生産部門から他の生産部門へ多量の資本お
よび労働者を間断なく移動させる。したがって大工業の本性は，労働の変転・機能の流動・労働者の
全面的な可動性・を条件づける。……労働の変転，したがって労働者ので、きるかぎりの多面性を，一
般的な社会的法則として承認し，乙の法則の正常的実現に諸関係を適合させる乙とを，死活問題たら
しめる。……すなわち，一つの社会的細目機能の単なる担い手たる部分個人に置きかえるに，その者
にとっては，種々の社会的諸機能が相交替する活動篠式であるような全体的に発達した個人をもって
(22) 
する乙とを，一つの死活問題たらしめる1と。つまり，大工業の妓術的基礎の革命性それ自体が労働
の変転，労働者の全面的発達を条件づけるのであるが，その一般的社会的承認のためには大工業の資
本主義的形態から社会主義的形態へと向かう乙とを要求するのである。
大工業の資本主義的形態においては，肉体労働と知的労働の分立をも再生産するがゆえに，労働の
変転は必ずしも労働者の全面的発達iζはつながらない。 r労働者の手から労働手段とともに絶えず生
活手段をうちおとし，彼の部分機能ととも峨自身を過剰ならしめQOj)乙と，つまり失業を免がれん
.がために犠業を転々と変えてL、く場合iζは知的に労働する乙とはできず，全面的発達はありえない。
翻って，今日の社会主義ソビエトでは肉体労働と知的労働における深い変更がもたらされている。
例えば，中等，高等の工勃~，農学的，畜産学的教養をもった労働者が，知的労働と肉体労働を有機
的に統一しつつ自己の創造力，能力をくり広げている。農業技師はしばしば畑作班を組織しつつ，ー
(24) 
コルホーズ員としても働いている。 ζのように「労働の軽減と人間自身の福組のために，労働の全体
;fフラ・炉τz
性と社会の志向がそれぞれの人聞に厳大般に高い教喬を与える乙とによって知的労働と肉体労働が釘
• 
織的に結合されうるのであり， ζの結合のなかで、正に新しい共産主義的分業が生み出されもするし，
(25) 
新しい労・の変転のための条件がっくり出されているJのである。伎術面でのオートメーション化，
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織械化は人々が符得している機械技術や妓術的知識が益々個々の狭い生産部門に限定される乙とをつ
き崩し、また科γ.的達成それ臼体が職業的偏狭さに我慢できず，妓術，機械，技術学的過程の変革に
直緩働きかけ， 乙れらすべての科学一段術的進歩は狭い生産部門を接近させ，人間を広範囲の労働過
α6) 
秤uと引き入れている。乙うして，労働者の多面的創造活動のための範囲を更に広げ，労働の変転のた
めの，全面発達のための物的選盤が益々強化されているのである。
しかし， 乙れをもって全面発達が達成されると考えるのは早計である。スホムリンスキーはそれが
それぞれの例入にとってどう実現されるかという契機に着目している。
スホムリンスキーによれば，労働の変転は社会主義社会にあっても，それ自体が人格の全面発達の
保障となるわけではない。例えば，ある労働者が，どういうわけともなくトラクター運転手として働
く乙とが嫌になり，畜産技師として，あるいは農業主任として，あるいは畑の謹厳研究技術者として
働いてみようと考えつくなら， それは彼iと何ものをももたらさないであろうし，その変転は人聞を豊
かにするのではなく，精神的にダメにするであろう，という。そして乙の「変転のための変転jは社
会にとっても害であり，結果としていま一人のディレッタント，物知り，劣等工員をうけとる乙とに
なる。またその人聞にあっては，病的な自愛，幻滅，彼を認、めない乙とへの反発という傾向も生じる
(27) 
のである。
スホムリンスキーは，まさに乙のような労働の「変転jを未然に防ぐととに，成長中の世代の労働
教育の最重要な課題を見出している。
スホムリンスキーによれば科学一技術的進歩の条件の下での労働は，労働者の労働活動範囲を拡大
し，労働の法則的変転を容易にしているだけでなく，別の「弁証法的に矛盾した傾向Jをもっている。
すなわち， f技術は生産の過程や生産技術学を複雑化し，狭い・それら自身の間で結びついた・一定
範聞における労働にとっても，労働の法則均変転にとっても不可欠な知識・技能・習熟を益々複雑な
α8) 
ものとしているJのであって，一つの労働過程においでさえ，自分の仕事を完遂するためには，深い
知識，細部にわたる掘り下げが必要である。
例えば，農業において労働生産性をあげるために高速で土地耕作を行うトラクター運転手は，機械
だけでなく土地の属性をも完全に知らねばならない。とうもろ乙し収穫コンパインでの仕事が高い労
働生産性を上げられるのは，その機械が部品，結合部，稼動メカニズムの不断の調節を必要とし，技-
術学過程が改良を要求する簡単な機械や装置を設計し・組立てる能力を必要とするがゆえに，仕上げ
工の仕事をよく知っている機械技術員である。畜産の機械化と電化の条件の下では，高産技師は動物
のオルガニズムやかいばの属性を知るだけで‘なく，電気工学や機械工学，自動化の初歩さえ知らねば
ω) 
ならず，様々な条件のなかで多くの過程を遂行する能力が要求される。
乙れらの事情が明らかにすると乙ろでは，科学ー技術的進歩の下での労働は， 「仕事の完全性を遥
成しようとしながら労働者が一つの閉じ仕事に多面的に戻ってくるζと，その仕事の専門知識を習得
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(l) 
する乙とjを要求するようになるのである。換言すれば，科学一技術的進歩の条件の下での労働は，
マ弐テル4トゲコe
それぞれの人間に「熟練jを要求し，また同時にそれを一層完全にするための条件，労働が創造の段
階に高まるような労働活動の側面を人閣の前に開くのであり，科学一技術的進歩が労働者の労働過程
範囲を鉱大する乙とによって促進している「労働の変転J，全面発達への条件は， ζの f熟練Jを通
して現実化される乙とになるのである。スホムリンスキーの言葉によれば" r乙の変転は自己の論理
をもっている。それは熟練の完成への道の，おそらく一つの段階としてあらわれ，その論理，つまり，
ζの変転の法則がはっきりと表現されればされるほど，労働は人間の精神生活を益々豊かにし，労働
(31) 
は益々大いに全面発達の源泉となるJのである。
スホムリンスキーによれば，人格の全面発達とはまず第ーに「労働と人間斗)1f]のあらゆる精神情造
(32) 
との統一7である。つまりそれは，労働が単iζ社会に対する臼己の義務の月解(それは労働が有意味
であるための不可欠な要件だが)のみ江らず，それぞれの人聞における精神生活の充足の感覚や愛す
る仕事で・の成功と結び.ついた喜びの体験と有機的に結び、ついた時iζ人間の発達につながるという乙と
なのである。
ζ うしてスホムリンスキーは，科学が直接K生産力になっている現在では，人格の全面発達のため
にはマルクスの次の命題が特別の重要性をもっと指摘するのである。 ri活動範開の限定なくしては，。)
一つの部門で何らの注目すべきととをも遂行できないJと。つまり，スホムリンスキーによれば，科
学一技術的進歩の条件の下で「専門知識を，また具体的な仕事の科学的纂礎を深く究めるととの必然
性から発する活動範聞のl寝定jは，職業的偏狭や興味の般定，ましてや喜びの8転昼を意味するのでは
なく，逆にそれぞれの人間の素質，才能，能力，志向がそれぞれの人間同釘の労働の知性を形成し，
その乙とによって人間は「単に物質的富の創造者としてのみならず，思考家，研究者，思想、の創造さl
ω) 
となりうるのである。
スホムリンスキーは，人間が何となく働き，自分の仕事において単iζ11々 の糧をえるための手段を
み，精神の貧困や労働における創造的な灯の欠如を教養，芸術や入額の剣道したものによって補なお
うとするのを許しではならないという。それは， r愛する仕事のない入閣には，文化のどんな宝庫・
(35) 
，富も喜びをもたらすζ とはなも守からであり，依然として知識と労働の分裂の継続であり，人格の発
達を促進しないからである0
・スホムリンスキーによれば人格の全面発達の愛は， rそれぞれの人間が自分の仕事において熟練者
とはるととJ.，すなわち， f自分の小片を全国民的な創造の海にもちとんで，労働の真の主人， 二人
とない創遁者と江るように努力するζとjにある。 ζの労働の知性のなかに，愛する仕事の教養の【11
3ζ，人聞の文化的関心の種かさの「般jがあり，彼の f-i度的知性の綴Jがあり， ζ 乙において労働
C泌)
教穫と一般数獲とが統一されるのである。との道以外に人格の全面発達への道はありえない。
スホムリンスキーは，人絡の全面発達をとのような道において促えているからとそ，(iいtH:代のそ
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れぞれが，既に学校教育において義務的で系統的なカリキュラムと，自分の関心に応じた自主的選択
iζ基づく労働とを統一する場をもつように労働教育を組織したのである。
n.教授=学習の労働的組織化と人格の全面発達
スホムリンスキーにあっては，労働教育は単に生徒を実際的に社会的生産ヘ準備するものにとどま
らず，社会の様々な活動・精神的生活へ準備するものでもある。両者は緊密に結びついているが，
乙ではとりわけ後者の側面をみていく。それは一般峨授=学番手訓育力をもつための労働的方法の
乙
意義を確認する乙とでもある。
教授=学習と労働教育
? ?
?，?
•••• ， ， ? ? ?
5 
A 
スホムリンスキーは， r普通中等学校の道徳的保障，現代の学校生活のあらゆる悪や災難の予防は
(38) 
第一iζ労働教育にあるJというが， ζの場合，彼は何よりもまず，生徒一人一人が勤労者となる乙と
139) 
「人生の幸福と喜びはすべて労働によって創り出されるJを考えている。スホムリンスキーによれば，
ものであるがゆえに，子どもたちが社会によって提供される物質的・精神的価値の単なる消費者Kと
どまるならば，生活に必要な物質的富の生産者となる ζとはもちろん，彼らの精神的発達もありえな
。の
いのである。
スホムリンスキーによれば， r労働と労働教育は学習・道徳教育および発達と並列的なものである。
141) 
労働は全体iζ通じるものであり，全体を包含するものであ忍j。それは彼の比愉的な表現によれば，
fなさね磁らないJ， 品川， fZ52τc??J という原理の調和であ ~(~2)実際の労働のみなら
ず，教授=学習においても乙の調和が貫かれねばならず，その時にはじめて教授=学習が訓育的な意
義をもっ「知的教育Jの要素となるのである。乙の場合の f知的教育Jとは，あらかじめ言っておけ
f知識が個人の信念、となり，精神的財産となり，人生の思想ば，一定量の知識の習得にとどまらず，
面での目的追求や，労働や，社会活動や，興味iζ反映される時はじめて，知識の習得過程とその質的
(43) 
向上が，知的教育の要素となる。世界観の形成が，知的教育の心髄であるJというものである。教授
=学習は知的教育の最も重要な手段であるが，知的教育は教授=学習につきるものではない。
さて，子どもたちにとって学校教育とは，彼らをとりまく世界について系統的・体系的に教授=学
習が行われる最初の場である。彼らは何よりもまず，
した，生きた入品九して学校以学しているのであって，学習や道徳面での困難な生徒防つでも，
f知識，創造，人間の相互関係の世界へ踏み出
「教授=学習以外の仕事に引きつけようとどんなに工夫を乙らしても，とにかく，教授=学習は依の
(45) 
精神生活の主要な位置を占め，今後も占める乙とになり γ そ乙からど乙iζもぬけ出せないだろうJと
スホムリンスキーは言う。だから乙そ社会的生産への準備としての労働教育も，教授午:学習に意を姻
いねばならないのであるが，スホムリンスキーはそ乙にとどまらない。ぷ片、ム:9M広J9争点侭本拠J払F
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そうであるがゆえに，教授=学習を労働教育として，知的労働の教育として組織しなければならない
と考えるのである。乙れが彼の言う労働教育の第2の側面，社会的活動・精神的生活への実際的準備
としての労働教育であり，知的教育の核心なのである。
その意義は，乙れによって社会的生産への準備という側面と結合されるという乙と，および人間と
しての精神生活の充実へ準備するというとζろiとある。けだし，スホムリンスキーによれば，知的教
育が必要なのは f知識を労働の中で応用できるようにするためばかりでなく，精神生活の充実一文
(46) 
化と芸術の財宝を評価できるようになるためでもあるJからである。乙の乙とによって人聞は全面発
達へと倭近するのである。
教授=学習を労働教育として組織するという乙とをいま少し具体的にみてい乙う。
例えばスホムリンスキーはこういう。 r生徒の主な仕事場は学校の机や教室，実験室のテーブルで・
(41) 
ある……生徒の労働の主たる対象は本やノートであり，学校での主たる労働は学習であるjと。しか
し， ~、かなる労働もそれ自体が訓育力をもつわけではないのであるから，乙の場合の労働としての学
習も，質が問題であり，先にみたように訓育的に組織されるための示標を考慮しなければならない。
逐一ふれるという形はとらないが，乙の点を念頭におきながら， rなさねばならなし、J， r難しいJt 
fすばらししリという三つの原理の調和として学習=労働を考えると，スホムリンスキーがし、う労働
教育の第2の側面が一層はっきりとするであろう。
学習とは人間が社会的に生活するためには fなさねばならないJものであり，それは子どもたちに
ωρ 
とっては，入学以前の遊びの中での無自覚的認知とは異なって[難しいJものである。しかし，新し
い雰囲気もあるにせよ，その中心が知的な f難しさjであるがゆえに子どもたちは喜んで学校に通う
のである。重要なのは乙の知的な[難しさ」の維持・発展にあり， 子どもの発達を無視した f学習困
難jという f難しさJであってはならない。
スホムリンスキーは多くの学校，教師の困ったこととして例えば次のような乙とをあげているJ生
徒の主たる努力が知識の受身的獲得一つまり教師が説明した乙との記憶，教科書の暗議iζ向けられ
?
??
?
?、
??
ているj乙とである。スホムリンスキーによれば説明を覚えておく乙と，何らかの事柄を暗請するこ
アスムイスリゲア--1
.とは必要だが，それは第二義的であり，教授=学習で重要なのは生徒の主たる努力が「理解するζとJ， 
ω9) 
そ乙に到達する思考に向けられる乙となのである。学習困難は応々にしてそ乙iζ思考の過程が欠落し
τいる場合にお乙るものである。そして学智の過重負担といわれるものも，スホムリンスキーによれ
ば f知的労働が一面的な性格しか持っていない所，生徒が暗記することしかしていないと ζろで起ζ
るjのであり，それの解消は f教育課程に定められている知識の範閥を機械的にせばめる乙とによっ
てではなく，生徒の知的生活の内容，性格によって，学宵の知的背景を豊かにする乙とによってj行
(50) 
われるのである。学習は義務であるが苦役であってはならない。
要するにスホムリンスキーが言う[媛しさjとは， fjt:習において生徒の思考が欠浴する結果として
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生み出される乙のような「困難さJではない。それはまた，ただ「考えるJという乙とにとどまらず，
・-(51)
物的生産労働と同じく，示標①との関連でいえば一定の結果をうるために目的志向的に思考する乙と
の「難しさjでなければならない。しかし，この「難しさJが，次に言及するように，生徒の感情，
意志を投入した，学習上の主たる努力になるとき，学習は単に一定量の知識を獲得する乙とにとどま
らず，その「難しさj克服の努力において，彼らをとりまく世界を正しく自分のものとして理解する
という「すばらしいJ結果をもたらすのである。
学習を労働教育として組織するというのは乙のようなことであり，逆にいえば，乙のように組織さ
れるならば学習は訓育力をもっ労働なのである。乙うしてはじめて，机の前にすわっている人聞が自
分を，社会が与えてくれる物的・精神的富の消費者ではなく，認識する勤労者だと確信するようにな
るのである。つまり乙れは，学習という f難しい」労働を実際に行う乙とを通して，生徒がどんな労
働K対しても尊敬をもち，肉体労働と知的労働を結びつけるための道徳的保障ともなるのである。
学習を労働として組織するという以上の考え方は，教授=学習の教授的側面から補足的にいえば，
教授方法，教授=学習カリキュラムが，学習的側面，生徒の自己教育的側面をひき出すように組織さ
，れねばならないという乙とでもある。スホムリンスキーは乙ういう。 r教授をいかに訓育的なものに
するかというすべての論争や考察は，青少年の生活局室篠宮古波な重みをもたないうちは，実体
のないものとなるだろう。自己陶冶がなければ，また認識や自己認識のための知力，意正、力の緊張が
(52) 
なければ，陶冶や教授は訓育的なものになりえないJと。スホムリンスキーによれば人間の知性の発
達に甚大な役割を果たすのは， r用意された形態で知力に婦人されたものJと f自立的な熟考のおか
(53) 
げであらわれ 9.確立されたものjとの相互関係である。つまり， r肉体労働が単純であればあるほど，
それが自己目的とならず，終局目的(創造的意味)達成の手段となる乙とが益々重要になるJと示標
④iζもあったように，授業で記憶せねばならない乙とが多くなればなるほど， r思考の〈実験室〉で
積極的iζ仕事をする乙とjが必、要となるのであり，教授は必修のカリキュラムとともに， r思考の実
(54) 
験室jとしての第二の選択カリキュラムとを統一して組織されねばならないのである。
(2) 自然・労働・世界観
思考が思考する対象の諸関係の豊かさに裏づけられないならば，どのような思考もありえない。生
徒の自立的思考のためには，事実や真理の学習が教師の頭から生徒の頭への機械的なおきかえκなら
ないためには，スホムリンスキーの表現によれば，教室と並んで「思考の実験室JJ あるいは f知性
G5) 
的で，思考によって活気づ・けられた労働の畑jが存在しなければならない。乙れは一つの真実で・ある。
しかし， ζれは子どもの知的労働の特質をみるならば更に重要である。
スホムリンスキーは，子どもの知的労働が大人のそれと異なっている点に注目しているム f子ども
にとっては，知識習得の最終目的は，大人のように知的努力の主な蜘雌とはならないのである留学習
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意欲の源泉は，子どもの知的労働の性格そのもののなかに，思考の忌命的二;チよえのなかに，知的
体験のなかにある。もしも乙の源泉が渇れるならば，どんな方法によっても書物に向かわすととはで
(56) 
きないだろうjと。つまり，知的労働の中心としての思考には f思考の実験室jが必要であり，しか
もそれは子どもたちの感倍をわきたたせるもの， ，思考せずにはおれないような体験を与えるもので、な
ければならないのである。スホムリンスキーは言う。生徒たち，とくに少年期から青年期に向かう年
Mでは，例えば f立派に勉強しなければならなし、，自分の生徒としての本分をやりとげねばならない，
あなたの労働は，それを学ぶ乙とだjというような，教師の視点からすれば確信ある動機というもの
に少しも心を動かされはしないものであると。強い影響を与えるのは「直接的な説得ではなく，間接
(58) 
的な説得Jである。
ζうしてわれわれはまず最初U:，自然との接触の重要性にたどりつく。
スホムリンスキーによれば，自然、とは， r一つの全体であり， ζの全体のなかに自己の調和と不変
性，相互関連，依存性がある。それはわれわれの存在の源泉であり，まさにわれわれの存在の本質で
あり，それは人間と一つであり，切っても切れないものJである。そして，われわれそれぞれが「人
。の
問の形態をとった臼然jである。従って，子どもたちが自然をどうみるか，感じるか，理解するか，
また彼らの生活にどのように入り込んでいるかは，彼らの思考，世界観形成を左右するのである。
スホムリンスキーは，子どもたちの教育は教室でもなく，黒板の前でもなく，自然の中ではじめら
(ω) 
れなければならないとしづ。 r真の思考はいつも震える感情でつらぬかれているJものだからであり，
f木々の葉のささやきと乙おろぎの歌Jt r夏空でさえずるひばりの銀の鈴Jあるいは「白い花の装
(61) 
いの果樹園j等々，自然、の実しさは知覚を説くし，創造力を呼び覚ます「思考の泉jだからである。
しかし注意を要するのは，自然、は，そしてその美しさそのものは，人間の埋性を育て，思考を豊
かにし道徳的高潔さを育てるような奇蹟をお乙さないという ζとである。乙乙にまた自然への積極
的働きかけの組織化，教授=学習の労働的方法の意義が聞かれる。スホムリンスキーはし、う。 r積極
(62) 
的な努力なしに，労働なしに，自然の神泌をあばき，認識する乙とはできませんfと。また「環境の
美は，喜びをもたらすような人工でないものと人聞が創造したものとの調和によって達成される……
ー(6，1)-人聞が美を創造しながら働く場合だけ，美は人聞を局潔iとする了と。スホムリンスキーによれば，自
然，そしてその美との接触はそれへの生徒の積極的な働きかけ，労働を通して行われる時にのみ知的
教育，道徳教育となるのである。
例えば，スホムリンスキーは子どもたちを美しい自然，豊穣な畑へと導く。しかし，そ乙iとは何も
(6~) 
実っていない死んだ畑が，粘土層が並んである。それは土地の耕し必を誤った結果，黒土が洗い流さ
れ，粘土と化したものである。その畑は以前は生きていたが，経営のまずさによって死んだという乙
とが，子どもたちに悲しみをもたらす。と同時に「そうあってははらないjという考えをひきおζす。
子どもたちは無為，経営のまずさは許されず，死んだ畑は蘇生されねばならないという I巌初の市民
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的確信J， r最初の世界観的志向J，ζめざめるのである。スホムリンスキーによれば，乙乙から陶冶
とwl1育がはじめられるタである。
乙うなるためには，子と、もたちへの知性に対する教育者の何か月もの辛様強い，不断の，賢明な接
触が必要であるとスホムリンスキーはし、ぅ。しかし，子どもたちは死んだ畑に自らの労働をつぎ込み
はじめる。学級は30人，それぞれが受けもつ畑は全体の30分のし 10m2で、ある。大人にとっては遊
びのような労働だが子供たちにとっては非常に大きな意味をもっ。
子どもたちは，スコップ，熊手，シャベJレを告し:2返すようになるが，手によってのみならず，畑
iζ対する自分の不安，配慮，興奮と結び、ついた忌告をもって働く。また，蘇生のためには理論的知識
が必要であり，去最前行動と忌zMd識Lの結。ろおi始まる。死んだ畑が徐々に肥沃な畑iζ変って
いくが，何よりも重要なのはそれとともに子どもたちが変っていくことである。子どもたちはその労
働を通して，世界をただあるがままにみるのではなく， rあらねばならないものJとしてみてし、く。
乙うして，知識に対して積極的な態度をとるようKなり，彼らの労働は容易ではないが世界はよりよ
いものとなり，労働は金手ム46ゐ，喜志となる。そして乙の喜びが大きければ大きいほど，子ども
たちは生活の中で、の自分の存在価値を岳会し，自分自身を去り，乙うして労働のなかで子どもたちは
「最初の市民的確信J， r最初の世界観的志向Jから，社会的・政治的Kも，道徳的，美的にも高い
企ゑaをもった， r言葉の最高のいみでの人間JIr形成されていくのである。
乙の場合スホムリンスキーの考える労働教育は，実社会での生産の準備，あるいは単に獲得された
知識ー技能を検証する場であるにとどまらず，自然を感情，意欲によって支えられた思考を通して知
ゐi2認識するための不可欠な方法で、ある。そして，乙のような形で、知的教育が正しく行われる時Ic，
市民としての高い道徳性の教育の保障となるのである。
おわりに
今日の日本の学校教育には労働教育の考え方が全く欠落しており，現代の生産の科学的・技術的基
礎を教えるという乙ともなければ，実際の基本的な技能・習熟を身につけさせる乙ともしない。それ
にまた，教授=学習全体が労働的方法を一切顧みず行われているといっても過言ではないだろう。一
部では「知育偏重jといわれながら，教授=学習はその科学的な体系性・系統性もさる乙とながら，
知識を知識としてだけ教え込むととに終始しており，その知識のよってきたる源泉から切り離されて
いる。乙うして知育すらが知育となっていないのが現状である。乙の中では，学力不振， r非行jが
次々と生まれるのも理の当然というものである。乙れらの問題は授業時数を減らすとか，教育内容の
・
知的レベルを落とすとか，あるいは外的規律を強化するといった乙とでは決して解決されえない。必
要なのはーわれわれの社会にあっても労働教育の考え方を碁礎とした教育体系を準備していく乙とだ
と思われる。
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最後に，スホムリンスキーの労働教育論について補足的にいえば，ー論点としての教授=学習の労
働約方法という考え方自体は，今日のソビエト教育学でも見直されている視点でもある。それはソビ
エトの先進的実践が一般化されるなかですすめられている。つまり従来労働は，主として授業でえら
れる知識を応用したり確認したりする手段，学習課程の最終段階と考えられてきたが，それは一面的
であり，労働は新しい知識の源泉ともなりうるし，前iζ習得した知識を応用する場ともまたそれらを
定着させ，具体化する手段ともなりうるし，そしてまた知識欲や理論に対する関心をよびお乙す刺激
ωめ
としても見られてきているという乙とである。スホムリンスキーの労働教育論は内容的にみて，これ
を代表しているものといえるであろう。
なお，スホムリンスキーの労働教育論は労働の社会的組織，とりわけ学校集団を通して集団主義者
を育成するとしづ重要な側面をもっているが，これについては改めて言及する乙とにしたい。
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(55) ~ ~~. " ~Jl 0 b 0 K Y可eH抗Kaw"， T.5，CT，iJ・七45. および以下の記述を参照の乙と。 r綬業で習
得すべき抽象的興実，総Æ~)多ければ多いだけ，その知的労働がは句つめていればいるだけ，生徒は知識の
源東である自然にますます注厳を向けねば位らない乙とにえよるし，周囲の倣界の形象や光最が生徒の意識の
はかfC，よ句あざやかに刻まれねば位らえi(位るのだJ0 (文献③， p.l '9. ) 
(56) 文献⑨， p. 77. 
(57) スホムリンスキーは，恩考が感情によって裏づけられる ζ とを非常に重慢する。「感情は，知識の種が落ち
る肥沃は土寝のようむものである。種は発芽するjといっている。(文献③， p.269. ) 
(58) 文献⑤， p.101. 
(59) "n土;Hl-，OJla t T土JyJlt 1"l1POb033~eHlielt ， T. 5， CT l-'・5811.
(60) 文献⑨， p.52. 
(61) 同上，その他文献③， p.429 f.lど参照。
(62) 文献⑨， p.291. 
(63) 文献⑨ p・“6.
(“〉 乙の例は多くの箇所で引かれている。
JM・11Pa3roBop C MOJlOJlbU4 J1H土JeKTo.pOMWKOJIbIlt l Eece-aa BTopa.'!) 
T • 4 ， C T P • .150-154・以 "T，iJYJl s 6o_tJb6a"，T.5，CTp.5ビO-5C5・ u
1 n1Jl1~o.ù.a ， T ，L-，y J1，MHpODO 33ρeUHe"，T.5，CT!J・5:;p-532・ 1 T・A・
(65) コロリョフ・グムルマン監修，ソビエト教育学研究会訳『教育学原論J(明治図書，1978) p.p.193-
194.参照の乙とe
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